
1 

 

 

指定管理者の管理運営に対する評価シート 

 

所管局・部・課 都市戦略局計画部都市交通政策課 

評価対象期間 令和 7年 4月 1日～令和 8年 3月 31日 

 

１ 指定概要 
 

指定管理施設 

名  称 北九州市営黒崎駅西駐車場 
施設類型 目的･機能 

IV － ③ 

所 在 地 北九州市八幡西区黒崎三丁目１５番３号 

設置目的 
西部地区の駐車需要に対応し、円滑な都市交通の確保を図る

ため、駐車場を設置するもの。 

利用料金制の状況 非利用料金制 ･ 一部利用料金制 ･ 完全利用料金制 

指定管理者 
名  称 公益社団法人 北九州市シルバー人材センター 

所 在 地 北九州市小倉北区片野新町一丁目１番６号 

指定管理業務の内容 

・駐車場の利用に関する業務 

・料金徴収に関する業務 

・駐車場の維持管理に関する業務 

・その他、管理運営に必要な業務 

指定期間 令和 7年 4月 1日～令和 12年 3月 31日 

 

【参考：評価レベル】 

評価 

レベル 
乗 率  評価レベルの考え方 

５ １００％ 良 い 要求水準・目標・計画を大幅に上回り、特に優れた管理運営がなされている 

４ ８０％  要求水準・目標・計画を上回り、優れた管理運営がなされている 

３ ６０％ 普 通 要求水準・目標・計画を満たしており、適正に管理運営がなされている 

２ ４０％  要求水準・目標・計画を下回る管理運営がなされている 

１ ２０％  要求水準・目標・計画を大幅に下回る管理運営がなされている 

０ ０％ 適切でない 不適切な管理運営がなされている 

 

様式２ 
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２ 評価結果 
 

評価項目 

指定管理者 
の自己評価 

市（所管局） 

の評価 

 

配点 
得点 

（評価結果） 市（ 所 管 局 ）の評価理由 

※指定管理者の自己評価との 

相違理由 など     

１ 施設の設置目的の達成（有効性の向上）に関する取組み ３５ ２１ 

 
（１）施設の設置目的

の達成 
４ ３ 

利用台数は目標比 103％であるた
め標準的な評価とした。 

２０ １２ 

 （２）利用者の満足度 ３ ３ 

総合的評価の満足度は 74.2%であ
るが、ハード面に起因しない「ス
タッフの対応」の評価が 83.6％で
あるため、標準的な評価とした。 

１５ ９ 

２ 効率性の向上等に関する取組み ４５ ２９ 

 （１）経費の低減等 ３ ３ 
概ね計画通りの執行であり、相見
積もりによるコスト削減意識も
認められる。 

３５ ２１ 

 （２）収入の増加 ４ ４ 
使用料収入は目標比 106.1%であ
り、市の歳入増に寄与した。 

１０ ８ 

３ 公の施設に相応しい適正な管理運営に関する取組み ２０ １０ 

 
（１）施設の管理運営

（指定管理業務）
の実施状況 

３ ３ 
標準的な人員配置、事故対応等が
行われており管理運営体制は概
ね適切である。 

１０ ６ 

 
（２）平等利用、安全

対策、危機管理体
制 など 

３ ２ 

利用者への適切な案内、止水板訓
練の実施など、安全対策や危機管
理における取組みがなされてい
る。ただし、期中に発覚した管理
員による割引サービスの不正利
用は、公の施設の信頼を損なう行
為であることから、最低限達成す
べき基準を満たしていないと判
断した。 

１０ ４ 

 

 

 

合 計 １００ ６０ 【参考：総合評価ランク】 

Ａ：優れていると認められる        （８０点以上） 

Ｂ：やや優れていると認められる （７０点以上８０点未満） 

Ｃ：適正であると認められる   （６０点以上７０点未満） 

Ｄ：努力が必要であると認められる（５０点以上６０点未満） 

Ｅ：かなりの努力が必要であると認められる （５０点未満） 

総合評価ランク 

（Ａ～Ｅ） 
Ｄ 

 

 

 

 

（評価レベル：０～５） （１００点満点） 
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【総合評価】 ※指定管理者の特筆すべき功績及び努力を求める点等を踏まえ、総括的に記入してください。 

本年度の管理運営において、利用台数および収入面では目標を達成し、積極的な広報活

動やイベント参加など、一定の努力が認められた。 

しかしながら、期中に発覚した駐車場の管理員による、「割引サービスの不正利用（私的

利用）」は、公の施設の管理者として極めて遺憾な事案であり、事態を重く受け止めなけれ

ばならない。これに対し、指定管理者側では、使用済み駐車券の処理方法見直しなどの再

発防止策や、コンプライアンス研修の実施、被害額の弁済、市や警察の調査への協力など

の対応を行った。 

指定管理者においては、本事案の再発防止策の徹底、および全従事者に対するコンプラ

イアンス教育の継続的な実施を通じ、信頼回復に努めることを期待する。 

 

【北九州市指定管理の評価に関する検討会議における意見】  

従業員による駐車券の不正利用は公の施設の指定管理者としての信頼を損なう極めて深

刻な事案である。再発防止策を徹底し、市民の信頼回復に真摯に取り組んでいただきたい。

また、R8以降実施予定とされている複数の提案事業の進捗を期待する。 

 

 

 

＜参考＞現指定期間中の評価結果 

区 分 
令和７年度 

（１年目） 

令和８年度 

（２年目） 

令和９年度 

（３年目） 

令和 10年度 

（４年目） 

令和 11年度 

（５年目） 
 平 均 

評価結果 

（合計得点） 
６０ － － － －  ６０ 

※高評価のインセンティブ（更新制）について 

▶１～３年目の平均点が７５点以上の指定管理者（指定期間５年間の事業者に限る）

について、１期に限り指定の更新（＋５年間）を認めるもの。 

※低評価のペナルティ（次期選定時の減点）について 

▶最終年度を除く全指定期間中の平均点が５９点以下の指定管理者について、同指

定管理施設の次期選定時の審査において減点（総合得点から１０点または１５点

をマイナス）するもの。 

 


